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法の骨子であるO 論文は緒論，結論を含み全 6 章から成っている O
第 1 章は緒論で，本研究の目的，構成，本問題に関する研究の現状について述べているO
第 2 章では，最適船型形状を求める最適化手法として採用した非線形計画法について説明しているo またその手法
を船型設計問題に応用する際の最適化問題の設定及び、解法について述べている。




第 4 章では，第 3 章で求めた極小造波抵抗船型に対し剥離の有無を判定し，剥離のない船型を設計する手法につい









第 6 章は結論で，本研究で得られた成果の総括を行っている O
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論文審査の結果の要旨
船型設計を抵抗推進の観点から定義すれば，それは低抵抗・高推進効率の船型を決定することに外ならなし、。従来
主として資料と経験によってなされてきた船型設計は，近年のコンピュータの発達に伴い急速に理論を基礎とした数
値計算に基づくものに変わりつつあるが，なお断片的であり，設計法全体としては未完成である。
本論文は低抵抗・高推進効率を持つ船型の設計法に総括的立場から取り組んだもので，理論と数値計算，それに実
験による検証の各部分を適切に融合させ，種々重要な結論を導いているO その主要かっ重要な成果は次のとおりであ
る。
(1) 従来造波抵抗極小化の研究は，研究の困難な船尾部を避けて行われていたが，本論文は船首部のみならず船尾部
も含め船体全体を対象として非線形計画法により最適化を行い，その結果，船尾部も球状船尾形状にすることが造
波抵抗上極めて有利で、あることを見いだし，その具体的形状も決定しうることを示しているo
(2) 粘性抵抗上船尾形状の決定の検討に不可欠な剥離の発生の有無の判定に関し，合理的かっ簡便な剥離判定法を導
き，その有用性を模型実験により検証している。また，その判定法の利用により，従来考慮されていなかった粘性
抵抗上最適な船尾形状を定めることを初めて可能にしている。
(3) 抵抗を極小化した船型に対し船尾を変形して推進効率の改善を行い，再びその船型の抵抗を極小化し，その過程
を繰り返して最終船型を得るという本論文の方法は，理論的根拠も明確で極めて妥当かっ巧妙な方法である。また
実際この方法で設計した船型の優秀性を模型実験で、確認しているo
以上のように本論文は，低抵抗・高推進効率の船型設計法について従来取り扱われていない新しい抵抗推進要素を
包含して論じたもので，その着眼点には独創性が，また具体的設計法には妥当性と有用性があり，船舶流体力学上ま
た造船技術上貢献するところ大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認めるo
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